
東海大学望星技術士会 役員会議事録（HP掲載用） 

表  題 東海大学望星技術士会 令和 7 年度 第 8 回役員会 議事録 

１．日時 2025 年 12 月 20 日（土）16：00～18：00 

２．場所 Web 会議（Zoom） 議事録作成担当：齋藤 寛 

３．出席者 

（敬称略） 

 

 

【望星技術士会役員会】  

〇役員（会計監事を除く） 参加 12 名、委任 6 名、計 18 名：役員総数 25 名 

役員の出席・委任数が過半数を占めているので本会は成立した。（会則第 18 条の 3） 

〇会計監事 0 名、オブザーバー0 名 

４．配布 

資料 

(1) 令和 7 年度第 8 回役員会 討議事項会議次第 

(2) 令和 7 年度第 7 回役員会（前回）議事録 

(3) 令和 7 年度委員会報告：①大学イベント運営委員会、②会員イベント運営委員会（今

回なし）、③会報編集委員会、④会計委員会（今回なし）、⑤情報管理委員会（今回

なし）、⑥大議連・技術士会連絡委員会、⑦その他（次期会長、賛助会員制度につい

て） 

５．確認・

審議・報告

事項・その

他 

【確認事項】 

(1) 前回議事録（案）は承認された 

 

【報告事項・審議事項】 

(1) 委員会報告（活動内容の報告と懸案事項の紹介）について 

① 大学イベント運営委員会 

・出前授業／札幌・生物学部生物科学科は 12/8（月）に実施完了 

・出前授業／湘南・建築都市学部建築学科は 11/27（木）1 時限目に実施完了 

・出前授業／湘南・工学部機械システム工学科は 11/27（木）4 時限目に実施完了 

・出前授業／湘南・建築都市学部土木工学科は 1/20（火）5 時限目に対面で開催予

定 

・出前授業（静岡・海洋理工）は 1/22（木）3 時限目に対面で開催予定 

・講師謝金・交通費支出については前回承認済み 

② 会員イベント運営委員会 

・報告なし 

③ 会報編集委員会 

・会報第 10 号（10 周年特別号）構成案について 

・1. ごあいさつ（山本会長、綿貫副会長。これまでの 10 年とこれからについて、

歴代会長の簡単なメッセージ 

・2. 10 年のあゆみ（事務局と会報編集委員会が担当。会の設立と目的、行事・活

動、会員構成・第 1 次試験合格者の推移等のデータなどについて） 

・3. シンポジウム特集（大学イベント運営委員会で担当） 

・4. 各委員会の活動報告と今後の抱負（各委員長が担当。これまでの活動と今後の

抱負） 

・5. 会員からのメッセージ（ベテラン会員のひとこと、若手会員の声、第 1 次試験

合格者のメッセージ、10 年間のベストシーンなど） 



・6. 編集後記・謝辞（綿貫副会長が担当） 

・スケジュール（2 月タタキ台、3 月不足分作成、4 月査読、5 月最終調整） 

・出前授業の報告、会員イベントの実績（シンポジウム以外）などはこれまでの活

動実績をコンパクトにまとめる 

④ 会計委員会 

・会計担当交代に向けて口座の引継ぎを調整中 

⑤ 情報管理委員会 

・HP の役員リストの更新 

・HP の活動報告とトピックスへの掲載について整理が必要（掲載ルール、記載日

付など） 

 大技連・技術士会連絡委員会 

・2026 年 1 月 24 日（土）（中央大学後楽園キャンパス）の大技連総会は各校３名

以内の参加。Web 参加（参加費無料）は人数制限なし。詳細は関係資料を確認の

こと 

 

（2）その他報告・審議事項 

① 次期会長について 

・本年度で退任となる会長の意見を踏まえ、次期会長候補者を絞り込む 

② 賛助会員制度について 

・本会の目的・活動に賛同する個人・企業、団体が対象（本学 OB に限定しない）

議決権はなし 

・来年度からスタートしたい。HP バナーや会報の公告掲載は切り離して考える 

・年会費ではなく活動協力金として資金援助を受けることとする（活動協力金の収

入の管理では個人会員と賛助会員を分けて扱う。支援企業の特典は考えない） 

・税務処理についての確認は、税理士だけでなく税務署に相談する方法もある 

・金額は 1 口 10,000 円、最大 3 口（30,000 円）で決定する。 

 

(3) 次回役員会開催 

・開催日時：1 月 31 日（土）16 時～  

 

以上 

 


